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第一部【企業情報】
第１【企業の概況】
１【主要な経営指標等の推移】

回次

第176期

第１四半期

累計期間

第177期

第１四半期

累計期間

第176期

会計期間

自 平成28年

 　６月１日

至 平成28年

　 ８月31日

自 平成29年

 　６月１日

至 平成29年

　 ８月31日

自 平成28年

　 ６月１日

至 平成29年

 　５月31日

売上高 (千円) 2,175,619 2,208,347 8,356,118

経常利益又は経常損失（△） (千円) 150,661 △118,919 94,393

四半期(当期)純利益又は四半期純損失

（△）
(千円) 101,715 △85,135 64,124

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) － － －

資本金 (千円) 821,070 821,070 821,070

発行済株式総数 (株) 5,500,000 5,500,000 5,500,000

純資産額 (千円) 7,726,798 7,884,163 7,996,708

総資産額 (千円) 11,326,971 11,930,039 11,790,915

１株当たり四半期(当期)純利益金額又

は１株当たり四半期純損失金額（△）
(円) 20.68 △17.31 13.04

潜在株式調整後１株当たり四半期

(当期)純利益金額
(円) － － －

１株当たり配当額 (円) － － 12.00

自己資本比率 (％) 68.2 66.1 67.8

(注)１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移に

ついては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため、記載しておりません。

４．第176期第１四半期累計期間及び第176期の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。また、第177期第１四半期累計期間の潜在株式調整後

１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。

２【事業の内容】
　当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、関係会社に

おける異動もありません。
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第２【事業の状況】
１【事業等のリスク】
当第１四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】
該当事項はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
(１)経営成績の分析

　当第１四半期累計期間における板紙業界におきましては、海外の需要増により原紙の原料となる古紙の価格

が高騰したことを受け、原紙メーカーである当社を取り巻く経営環境は非常に厳しいものとなりました。

　こうした状況のなか、当社は経営全般にわたるコスト低減に総力を結集する一方、需要に見合った生産レベ

ルの維持と適正な製品価格の実現に努めました。そして、過去に例のない古紙の値上がりの状況下で収益を確

保するため、板紙製品価格の改定を実施し、その浸透に努めました。

　しかしながら、板紙事業におきましては、製品価格の改定の効果もあり売上高は増加したものの、原料価格

高騰によるコスト高の影響を吸収するには至らず、大幅な減益となりました。

　この結果、当第１四半期累計期間の売上高は2,208百万円(前年同四半期比1.5％増)、営業損失は139百万円

(前年同四半期は営業利益131百万円)、経常損失は118百万円(前年同四半期は経常利益150百万円)、四半期純損

失は85百万円(前年同四半期は四半期純利益101百万円)となりました。

　各セグメントの概況は次のとおりであります。

○板紙事業

　当事業関連では、販売数量は微減でしたが、製品価格値上げの影響もあり、売上高は1,843百万円(前年同

四半期比2.4％増)となりました。

○美粧段ボール事業

　当事業関連では、主力の通信機器関連品等の減少により、売上高は364百万円(前年同四半期比3.0％減)と

なりました。

(２)財政状態の分析

　当第１四半期会計期間末の総資産は11,930百万円となり、前事業年度末に比べ139百万円増加しました。内

訳は、流動資産が197百万円の増加、固定資産が58百万円の減少であります。

　流動資産増加の主な要因は、受取手形及び売掛金262百万円の増加であります。また、固定資産減少の主な

要因は、有形固定資産62百万円の減少であります。

　負債は4,045百万円となり、前事業年度末に比べ251百万円増加しました。内訳は、流動負債が260百万円の

増加、固定負債が9百万円の減少であります。

　流動負債増加の主な要因は、支払手形及び買掛金234百万円の増加であります。また、固定負債減少の主な

要因は、退職給付引当金13百万円の減少であります。

　純資産は7,884百万円となり、前事業年度末に比べ112百万円減少しました。主な要因としては利益剰余金

114百万円の減少であります。

　以上の結果、自己資本比率は前事業年度末の67.8％から66.1％となりました。

(３)経営方針・経営戦略等

当第１四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

(４)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

(５)研究開発活動

当第１四半期累計期間における研究開発活動の金額は、８百万円であります。

なお、当第１四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】
１【株式等の状況】
(１)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 28,000,000

計 28,000,000
 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成29年８月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成29年10月12日)

上場金融商品取引所名又は登
録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 5,500,000 5,500,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は1,000株
であります。

計 5,500,000 5,500,000 － －
（注）平成29年５月15日の取締役会において、平成29年12月１日をもって、単元株式数を1,000株から100株に

変更することを決議しております。
 

(２)【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(３)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(４)【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

(５)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式
総数残高(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額(千円)

資本準備金
残高(千円)

平成29年６月１日～
平成29年８月31日

－ 5,500,000 － 821,070 － 734,950

 
(６)【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

(７)【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日(平成29年５月31日)に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】
平成29年８月31日現在

 
区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式　 583,000 － 単元株式数1,000株

完全議決権株式(その他) 普通株式 4,880,000 4,880 同上

単元未満株式 普通株式　　37,000 － １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 5,500,000 － －

総株主の議決権 － 4,880 －
 

②【自己株式等】
平成29年８月31日現在

 
所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数(株)

他人名義所有
株式数(株)

所有株式数
の合計(株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

株式会社岡山製紙
岡山市南区浜野
１丁目４番34号

583,000 － 583,000 10.60

計 － 583,000 － 583,000 10.60

(注)当第１四半期会計期間末の自己保有株式数は583,136株(発行済株式総数に対する所有株式数の割合は

10.60％)であります。

２【役員の状況】
該当事項はありません。
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第４【経理の状況】
１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第63号)に基づいて作成しております。

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(平成29年６月１日から平成

29年８月31日まで)及び第１四半期累計期間(平成29年６月１日から平成29年８月31日まで)に係る四半期財務諸

表について有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について
　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(１)【四半期貸借対照表】

  (単位：千円)

 
前事業年度

(平成29年５月31日)

当第１四半期会計期間

(平成29年８月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,068,722 2,967,529

受取手形及び売掛金 3,041,618 3,304,509

商品及び製品 359,863 337,380

仕掛品 20,983 18,052

原材料及び貯蔵品 351,788 371,584

その他 172,310 214,144

貸倒引当金 △2,000 △2,000

流動資産合計 7,013,286 7,211,200

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 500,652 489,398

構築物（純額） 110,078 108,373

機械及び装置（純額） 1,230,092 1,183,944

車両運搬具（純額） 0 0

工具、器具及び備品（純額） 15,492 14,100

土地 194,549 194,549

リース資産（純額） 18,793 17,051

有形固定資産合計 2,069,657 2,007,418

無形固定資産 3,911 4,366

投資その他の資産   

投資有価証券 2,691,970 2,694,696

出資金 9,793 9,793

その他 2,295 2,564

投資その他の資産合計 2,704,059 2,707,053

固定資産合計 4,777,628 4,718,838

資産合計 11,790,915 11,930,039

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,026,649 2,261,394

未払金 273,359 278,604

未払費用 422,203 425,977

未払法人税等 2,163 4,834

その他 43,175 57,702

流動負債合計 2,767,551 3,028,514

固定負債   

繰延税金負債 549,581 558,452

退職給付引当金 409,798 396,303

役員退職慰労引当金 56,251 －

その他 11,024 62,604

固定負債合計 1,026,655 1,017,360

負債合計 3,794,207 4,045,875
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  (単位：千円)

 
前事業年度

(平成29年５月31日)

当第１四半期会計期間

(平成29年８月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 821,070 821,070

資本剰余金 734,950 734,950

利益剰余金 5,004,597 4,889,961

自己株式 △219,674 △219,674

株主資本合計 6,340,942 6,226,306

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,655,765 1,657,857

評価・換算差額等合計 1,655,765 1,657,857

純資産合計 7,996,708 7,884,163

負債純資産合計 11,790,915 11,930,039
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(２)【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

  (単位：千円)

 

前第１四半期累計期間

(自　平成28年６月１日

　至　平成28年８月31日)

当第１四半期累計期間

(自　平成29年６月１日

　至　平成29年８月31日)

売上高 2,175,619 2,208,347

売上原価 1,707,537 1,991,421

売上総利益 468,082 216,926

販売費及び一般管理費 336,900 356,051

営業利益又は営業損失（△） 131,181 △139,125

営業外収益   

受取配当金 17,637 19,761

その他 2,369 976

営業外収益合計 20,006 20,737

営業外費用   

売上割引 524 531

その他 2 0

営業外費用合計 527 531

経常利益又は経常損失（△） 150,661 △118,919

特別利益   

投資有価証券売却益 － 569

特別利益合計 － 569

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失

（△）
150,661 △118,350

法人税、住民税及び事業税 45,085 1,014

法人税等調整額 3,860 △34,230

法人税等合計 48,946 △33,215

四半期純利益又は四半期純損失（△） 101,715 △85,135
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【注記事項】

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計

期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
(自 平成28年６月１日
 至 平成28年８月31日)

当第１四半期累計期間
(自 平成29年６月１日
 至 平成29年８月31日)

減価償却費 67,344千円 68,311千円
 

(株主資本等関係)

Ⅰ　前第１四半期累計期間(自　平成28年６月１日　至　平成28年８月31日)

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の
総額(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年８月26日
定時株主総会

普通株式 29,504 6 平成28年５月31日 平成28年８月29日 利益剰余金

 
Ⅱ　当第１四半期累計期間(自　平成29年６月１日　至　平成29年８月31日)

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の
総額(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年８月25日
定時株主総会

普通株式 29,501 6 平成29年５月31日 平成29年８月28日 利益剰余金

 
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間(自　平成28年６月１日　至　平成28年８月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 報告セグメント
合計 調整額

四半期損益計算
書計上額(注) 板紙事業

美粧段
ボール事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 1,799,893 375,725 2,175,619 2,175,619 － 2,175,619

セグメント間の内部
売上高又は振替高

17,072 6,361 23,433 23,433 △23,433 －

計 1,816,966 382,086 2,199,053 2,199,053 △23,433 2,175,619

セグメント利益 122,183 8,998 131,181 131,181 － 131,181

(注)セグメント利益は四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。
 

Ⅱ　当第１四半期累計期間(自　平成29年６月１日　至　平成29年８月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 報告セグメント
合計 調整額

四半期損益計算
書計上額(注) 板紙事業

美粧段
ボール事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 1,843,763 364,584 2,208,347 2,208,347 － 2,208,347

セグメント間の内部
売上高又は振替高

19,183 6,854 26,038 26,038 △26,038 －

計 1,862,947 371,439 2,234,386 2,234,386 △26,038 2,208,347

セグメント利益又は損
失（△）

△144,468 5,342 △139,125 △139,125 － △139,125

(注)セグメント利益又は損失（△）は四半期損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
(自　平成28年６月１日
　至　平成28年８月31日)

当第１四半期累計期間
(自　平成29年６月１日
　至　平成29年８月31日)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半
期純損失金額（△）

20円68銭 △17円31銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）
(千円)

101,715 △85,135

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純
損失金額（△）(千円)

101,715 △85,135

普通株式の期中平均株式数(千株) 4,917 4,916

(注)前第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。また、当第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

２【その他】
該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

   平成29年10月３日

株式会社岡山製紙    

 

 取締役会 御中  

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 川合　弘泰　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 越智　慶太　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 吉村　康弘　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社岡山製

紙の平成29年６月１日から平成30年５月31日までの第177期事業年度の第１四半期会計期間(平成29年６月１日から平成29

年８月31日まで)及び第１四半期累計期間(平成29年６月１日から平成29年８月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社岡山製紙の平成29年８月31日現在の財政状態及び同日をもって終了す

る第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

(注)１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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